
［成果情報名］山形県のサクラマス雄のＧＨψ保有状況 

［要 約］山形県のサクラマス雄のＧＨψ保有状況を調査したところ、河川にそ上したサクラマ

スではＧＨψを持たないものが多く、河川に残留したヤマメではほとんどがＧＨψを持たないこと

が確認された。 
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［背景・ねらい］ 

雄のサクラマスはＧＨψと呼ばれる遺伝子を持っているが、関東系ヤマメはＧＨψを持っていな

い、といわれている。近年、漁協等が釣獲対象魚種として関東系ヤマメを河川に放流しているため、

在来のサクラマスと関東系ヤマメとが交配し、スモルト率が低下することが懸念されている。仮に

交配が進んでいるとすれば、それらはスモルト化せずに河川残留型であるヤマメとして越冬するも

のと考えられる。 

そこで、山形県のサクラマス雄のＧＨψ保有状況を確認し、関東系ヤマメとの交配の可能性につ

いて調査した。 

 

 

 

 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．山形県の河川にそ上したサクラマス雄 8尾（2006年 2尾、2007年 6尾）と、河川に残留したサク

ラマス（ヤマメ）雄 38尾（月布川 37尾、朝日川 1尾）について、ＧＨψ保有状況を調べた。 

２．脂鰭または他の鰭の一部からＤＮＡを抽出し、ＰＣＲ法によりＧＨψの検出を試みた。 

３．2006年にそ上した 1尾と 2007年にそ上した 2尾、月布川に残留していた 1尾がＧＨψを保有し

ていたが、それ以外の個体はＧＨψを保有していなかった（表 1、2）。 

４．山形県のサクラマスは、釣獲対象魚種として放流されている関東系ヤマメと交配している可能性

があることが示された。 

 

 

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．詳細に検討するためには検体数を増やす必要がある。 

２．放流をしたことのない河川の残留ヤマメについて調査する必要がある。 

 



［具体的なデータ］ 
 
 
表１ 河川にそ上したサクラマス雄のＧＨψ保有状況 
そ上年 

（採捕年） 河川名 検体数 
（尾） 

ＧＨψ有 
（尾） 

2006年 丹生川 1 0 
 赤川 1 1 

2007年 丹生川 1 1 
 富並川 1 0 
 立谷沢川 1 0 
 鮭川 1 1 
 赤川 2 0 
計  8 3 

 
 
表２ 河川に残留したヤマメ雄のＧＨψ保有状況 

採捕年月 河川名 検体数 
（尾） 

ＧＨψ有 
（尾） 

2006年 5月 月布川 37 1 
 朝日川 1 0 
計  38 1 
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